
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

函館市教育委員会 R3学校教育指導資料 No.１ 

「すべての子どもの学びの保障」の実現に向けて 

 子どもたちの外国語への興味・関心を高めるため，ALTの複数派遣を活用して，子どもたちが今までに学

習した表現を用いてALTとのコミュニケーションに取り組んだ実践を紹介します。 

小学校における専科教諭の効果的な活用について～ALT 複数派遣の授業～ 

（函館市立桔梗小学校・函館市立北美原小学校） 

函館市立桔梗小学校（6年生）の取組  「宝物を伝え合おう」 

  

事前に準備した宝物が書かれたネームプレートも用いて，ALT と対話しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  小学校における専科教諭の効果的な活用とは 

ＡＬＴ複数派遣の授業では，外国語専科が担当することでＡＬＴとの円滑な打合せや事後の振り返り

などが効率的に行われています。今年度は小学校６校，中学校２校で実施予定です。 

また，ＡＬＴ複数派遣以外でも，専門性の高い外国語専科の教員が担当し，学級担任と連携しながら

小学校外国語教育の特性を踏まえた授業実践を進めています。 

 

 

 

函館市立北美原小学校（5年生）の取組 

「今まで学習した表現を使ってALTにたずねたり答えたりしよう」    

  

今まで学習した内容をもとに，自己紹介やALT に質問をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校力向上に関する総合

実践事業」としての取組 

「研究モニター校」

としての取組 


